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【目的】我々の研究室では､優れた二重鎖形成能をもつ人工

核酸 2',4'-BNA/LNAの類縁体を種々合成し､新規核酸素材と

しての有用性を評価 してきた｡その中で最近､化合物 1はシ 相

トシン塩基と選択的な塩基対を形成するにもかかわらずDNA

に対する二重鎖安定性をデオキシグアノシンより低下させる

ことを明らかにした｡我々は､この原因が核酸塩基部 8位窒

素原子と4窒位酸素原子の静電反発によりグリコシ ド結合周

りの二面角 (x)がグアニン塩基を持つ他の核酸類と比べ変化

していることにあること考え､8位窒素原子が二面角 (x)や
二重鎖形成能に与える影響を評価することとした｡

【方法】8位に窒素原子がなく静電反発が軽減され うる化合物 2

1:X=N
旦:=CH

3:X=NJlこ=CH
と､アデノシン類

縁体 3と4を新たに合成する｡また､各化合物を導入したオリゴ核酸のDNAおよ

びRNAに対する二重鎖形成能を熱力学的パラメータの算出によって評価 し､塩基

部 8位原子が二面角 (x)に対して与える影響を考察する｡化合物 2に関しては複
雑な高次構造形成の抑制効果を評価する｡

【結果及び考察】化合物 1-4の合成を達成 し､二重鎖形成能を評価 した｡二面角 (x)
がBNA-G,Aに近い化合物2,4は化合物1,3と比べ遥かに高い二重鎖形成能を示し､

その形成能はBNA-G,A と同程度であった｡これは二面角 (x)が二重鎖形成に対し

て影響を与えている事を強く示唆している｡更にHoogsteen型の水素結合が禁止さ

れている化合物 1,2は､グアニンが豊富なオリゴ核酸で問題となる複雑な高次構造

形成の抑制効果を示 し､核酸素材の適用範囲拡大-の有用性が示された｡


